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平成2７年度 第１回
安全・安⼼な⾷のまち・さっぽろ推進会議

「札幌市安全・安⼼な
⾷のまち推進条例」について

札幌市保健所⾷の安全推進課
調整担当係⻑ ⻑野

札幌市の⾷品衛⽣⾏政（平成19年度まで）
⾷品衛⽣法に基づく規制⾏政
（⽬的）
⾷品の安全性の確保のために公衆衛⽣の ⾒地から
必要な規制その他の措置を講ずることにより、飲⾷
に起因する衛⽣上の危害の発⽣を防⽌し、もつて国⺠
の健康の保護を
図る

⾷品衛⽣法に基づく主な業務

監視指導
収去検査
⾷中毒調査
適正表⽰の指導
⾃主的な衛⽣管理の推進

O157⾷中毒事件（H8）
雪印集団⾷中毒（H12）
ＢＳＥ問題（H14） など

⾷品の安全性を脅かす問題が
相次いで発⽣

世界中からの⾷材の調達
新たな技術の開発

国⺠の⾷⽣活を取り巻く情勢の変化

⾷品安全基本法の制定
（平成15年）



資料５

2

（⽬的）
科学技術の発展、国際化の進展その他の
国⺠の⾷⽣活を取り巻く環境の変化に適確
に対応することの緊要性にかんがみ、⾷品
の安全性の確保に関し、基本理念を定め、
並びに国、地⽅公共団体及び⾷品関連事業
者の責務並びに消費者の役割を明らかに
するとともに、施策の策定に係る基本的な
⽅針を定めることにより、⾷品の安全性の
確保に関する施策を総合的に推進すること

札幌市の⾷をとりまく情勢

 市内有名⾷品メーカーによる賞味
期限改ざん（平成１９年）

⇒全国で相次いで発覚
⇒市⺠の事業者への不信感、
⾷の安全に対する不安の⾼まり

従来の規制のみの
⾷品衛⽣⾏政を⾒直すことに

⾷品衛⽣⾏政の⽅針転換

 平成２０年１２⽉〜平成２２年２⽉
安全・安⼼な⾷のまち・さっぽろ推進委員会

 平成２３年２⽉
「さっぽろ⾷の安全・安⼼推進ビジョン」

 平成25年4⽉1⽇施⾏
「札幌市安全・安⼼な⾷のまち推進条例」

“安全・安⼼な⾷のまち・さっぽろ”の
イメージ



資料５

3

⼀⼈⼀⼈の市⺠が、⾷品の安全性に
ついて理解と関⼼を持っている
個々の事業者が、⾷の安全・安⼼の
確保を第⼀に考えて⾏動している
市⺠と事業者との間で、⾷に
関する信頼関係が築かれて
いる

“安全・安⼼な⾷のまち・さっぽろ”のイメージ

⾷品の⽣産から消費まで、安全の管理が
図られている
⾷の札幌ブランドに「安全・安⼼」の付
加価値がついている
市⺠や観光客が、
安⼼して⾷を楽しめる

“安全・安⼼な⾷のまち・さっぽろ”のイメージ

本条例の特徴
観光客等の健康の保護
…京都市に次いで２番⽬

⾷産業及び観光の振興への寄与
…札幌市のみ

札幌市・事業者の責務と
市⺠の役割

総合的･計画的な施策の実施
市⺠等意⾒の施策への反映
市⺠･事業者との連携･協働の推進
関係団体等との緊密な連携

札幌市の責務
法律等に基づき

施策を策定・実施する⽴場です

 ⾃主的な衛⽣管理
 情報公開･市⺠との交流
 市の施策への協⼒

事業者の責務
市⺠の⽣活や健康に

直接影響を及ぼす⾷品を
取り扱っています
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 知識の習得・理解
 事業者の取組への理解
 市の施策への意⾒・参加

市⺠の役割
⾃らの判断で

⾷品の購⼊や消費⾏動を選択し、
意思を表明することができます

⾷の安全・安⼼のための取組 ⾃主回収の報告
（条例第２５条）

報告義務が⽣じる場合（例）

・札幌市内の⾷品製造業者が、⾃ら製造した
製品の⾃主回収を⾏う場合

・プライベートブランドを販売している
事業者の事務所が、札幌市内にある場合

⾃主回収の例

・異物混⼊等により、健康被害が発⽣する
おそれのある場合

・⾃主検査にて、⾷品の規格基準違反が
判明した場合

・原材料にアレルギー物質を含む旨の
表⽰が⽋落した場合
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⾃主回収報告制度

本制度は、⾃主回収の「報告」を
義務付けるものであって、
⾃主回収そのものを
義務付けるものではありません。

⾷の安全・安⼼の取組を⽀える
仕組づくり

第８条 推進計画の策定

⾷の安全・安⼼の確保に
関する施策を、総合的
かつ計画的に進めるため、
具体的な施策や⽬標を
⽰した計画

第２７条 推進会議の設置


